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IET技術 ②

「 ｾﾗﾐｯｸ化ﾁﾀﾝ」

ナノガードTc

IET技術 ①

「亜臨界水洗浄機」

HotJet
１．高圧洗浄の代替

落書消し/建築・土木

での洗浄

２．強酸・強アルカリ

洗浄代替

３．塗膜剥離

４．将来的には航空機

医療器具洗浄など

アルカリ熱水洗浄機

HotJet

（溶剤不要）

①水の力 高エネルギー水で洗浄します

②光の力 太陽のｴﾈﾙｷﾞｰでﾁﾀﾝをｾﾗﾐｯｸにします

１．セラミック化で

長寿命を実現

２．樹脂を使用しない

接着で長寿命化

３．光触媒機能も付与

可能

４．塗料の大敵の紫外線

を吸収し結合エネルギー

に活用する技術

事業化を推進すべく、企業・個人会員を広く募集します

光化学反応
光半導体使用で

太陽光で常温硬

化

＝ｾﾗﾐｯｸ化させる

通常は

熱化学反応

1300℃で焼成し

セラミック化する



③光（波長制御）の技 赤外線をカットします

④光熱-変換の技 他のエネルギーに変換し放散します

技術の特長は、エネルギー形態変換技術によるエコ技術です

IET技術 ③

「遮熱ｺｰﾃｨﾝｸﾞ」

ナノガーATO

１．ｶﾞﾗｽ・ｶｰﾃﾝｳｫｰﾙの遮熱

２．フィルム・農業用ハウス

（企画中）

３．ﾎﾃﾙ・公共建物

４．大学・幼稚園・小中高校

５．高齢者福祉施設・病院

網入りガラスにも塗布可能

夏場のアスファルトの上も

裸足で歩けます

１．屋根用の遮熱塗料

２．白色以外も性能を発揮

３．通常の反射・散乱による

遮熱に加えて＋αの放熱

放散機能で性能をアップ

４．壁用半艶タイプも用意

IET推奨技術 ④

「遮熱・放熱｣

ﾀﾌｺｰﾄ他



１．大谷石や山寺石は、脆いため遠めよりゆっくりと洗浄ポイントを探る

　　一定のスピードでノズルを移動させ、一ヵ所に止めないこと

3．セラミック化チタン錯体コーティングで、より長寿命化をはか
り、美観維持機能を付与する

留意点

工
程

１．熱水洗浄 HotJet工法

１．ｶﾋﾞｺｹ・排気ガスなどの油成分を熱水で洗浄除去する。表
面を荒らさず、凹部仲間で洗浄できる

　（アルミ白錆の突起（ﾎﾞﾂﾎﾞﾂ）の陰影が美観を損なっている）

２．再生・美観処理 ナノガードOX-02
2．劣化した石材の成分を補充するとともに水の浸透を抑制し
耐久性を伸ばす

３．保護
コーティング ナノガードTC

①水の力 ＜洗浄-石の健康回復-長寿命化＞をTotalで提供＞ HotJet工法

博物館明治村・天童眼鏡橋保存修理工事に採用されました



1  施工場所　 兵庫県佐用町 　撮影日：2003年5月20日

ナノガードγ２の効力 　大腸菌・０－１５７・MRSA・黄色ブドウ状球菌５分以内に生菌数＜１０以下となる　

洗浄後の処理

ナノガードOX-02
（水の浸透を防ぐ）

（石を健康体に戻す）
+

ナノガードTｃ
（チタン錯体で長寿命化と再汚染抑

制）

工
程

１．熱水洗浄・消毒殺菌

２．消臭・抗菌・防カビ処
理

HotJet工法

ナノガードγ２

１．ｶﾋﾞｺｹ・雑菌などを熱水で洗浄除去する。表面を
荒らさず、凹部中までで洗浄できる

２．ｶﾋﾞｺｹ・雑菌などを抗菌・消臭し、壁面にコーティ
ングされ、機能が持続する。

引続き博物館明治村 旧帝国ホテル保存修理にむけてテスト施工

Aftef Befofe

災害復旧にも （家屋丸ごと熱湯消毒・防カビ・消臭抗菌処理）

佐用町立久崎保育園久崎老人ホームセンター

熱水消毒 熱水消毒 抗菌・消臭剤噴霧抗菌・消臭剤噴霧



Before

洗浄面積

光触媒コーティング
工法 ﾅﾉｶﾞｰﾄﾞAM工法
工期

面積 ７,０００㎡

After

資料提供　株式会社　オプト

HotJet工法

ナノガードJG

M電器産業　半導体社　テクノセンター  　　＜ アルミパネル＞

工
程

ナノガードA

１．熱水洗浄

２．封孔処理

３．セラミック化チタン

一部は重曹ブラスト併用

常温硬化セラミック含浸剤

表面強化・保護と再汚染防止

2004/4/24　～
2004/7/31

②光の力 太陽のｴﾈﾙｷﾞｰでﾁﾀﾝをｾﾗﾐｯｸにします ＜ナノガードA＞



1 環境白書に基づく施工
空気の浄化
Sox　Nox　の光による分解除去

2 企業イメージ
3 ガラス清掃費など削減

　　（1）工事場所　 長野県塩尻市広丘吉田

　　（2）工　　期　

　　（3）建築主　 ｾｲｺｰｴﾌﾟｿﾝ

　　（4）設計者　 日建設計

　　（5）監理者　 日建設計

　　（6）施工者　 清水建設

　　（7）用　途　 研究棟

１.自然石風パネルの長寿命化
２．美観維持
３．環境への貢献

　　（１）工事名称　
　　（２）工事場所　 NTT新高津ビル
　　（３）工　　期　 大阪府

　　（４）建築主　 平成22年 3月31日

　　（５）設計者　 NTT西日本
　　（６）監理者　 NTTFﾌｧｼﾘﾃｨｰｽﾞ
　　（７）施工者 竹中工務店
　　（８）工事面積 4000㎡

ガラス

種別 ｱｰｷﾃｸﾁｬﾙｺﾝｸﾘｰﾄﾊﾟﾈﾙ光触媒工事

種別 カーテンウォール光触媒工事

工
程

１．熱水洗浄・消毒殺菌 HotJet工法

２．消臭・抗菌・防カビ処
理

ナノガードγ２

ｾｲｺｰｴﾌﾟｿﾝｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝｾﾝﾀｰ新築工事に　採用されました

NTT新高津ビル新築工事　に採用されました

１．ｶﾋﾞｺｹ・雑菌などを熱水で洗浄除去する。表面を荒らさ
ず、凹部中までで洗浄できる

２．ｶﾋﾞｺｹ・雑菌などを抗菌・消臭し、壁面にコーティングさ
れ、機能が持続する。

効　能

効　能

コンクリートパネル

平成１7年 ８月
1日　～　平成１
7年9月 30日



窓用遮熱コーティング剤

赤外線遮蔽性能

紫外線遮蔽性能

透明度 　◎　通常品85% 　　　○　通常品70% 　　○　通常品70%

耐久性 　◎　外部10年/内部ガラス寿命まで 　　　○　５年以上 　　◎　ガラス寿命まで

　■大面積ｶﾞﾗｽでもつなぎ目が出ない

　■内部用　外部用を用意

　■施工体制1ﾁｰﾑ　100㎡/日

　　　通常施工量　　　300㎡/日

　■曲面ｶﾞﾗｽ・網入ｶﾞﾗｽも対応

70μmの厚みがあるので

熱割れに注意が必要

材工設計価格

（100㎡以上）

効果 ガラス越しの直射日光の場合、12～13℃の赤外線をカット。室温換算で約２～３℃の節減効果

コスト回収　目安 寒冷地ではコスト回収に２～３年程度、その他では４～５年程度

蒸着技術で工場生産のみ

22,000円/㎡ 25,000円/㎡ 35,000円/㎡

再施工（剥離作業） 専用剥離剤で容易　　（現状復帰可能） 剥離が困難 廃棄物処理が必要

施工性
大面積ｶﾞﾗｽでは
つなぎ目が出る

特徴・その他の機能
薄膜で熱割れリスクなし
高性能と透明性を実現

特長　　　　（遮熱性能と実績はTopクラスです。しかも丈夫で長持ち）

種別
透明遮熱フィルム
（高品質タイプ）

Ｌow-Eガラス

◎ ◎ ○

（弊社の製品です）

ナノガードATO

③光の技 赤外線をカットします ＜ナノガードATO＞

2012．11 札幌ドーム展望台



その他主な実績

大和ハウス総合研究所・石橋信夫記念館に採用されました

トヨタ産業技術記念館で採用されました

2017.05.13

2012．08㈱シマノ 2012．05 TOA㈱ 2012．03 靖国神社



IET推奨技術　+①熱放散・散乱・反射塗料　

 　太陽光線からの　赤外線を吸収し　別のエネルギーに変換し　熱の上昇を防ぎます

■夏の暑い日差しの中でも裸足で歩く事が出来ます。
　近年、学校・公園等のプールまわりの施工例が増えています。

　　　 　効果がすぐに体感できるととで学童に優しい環境として好評
です。

小学校プール (プールサイドのみ施工)

熱線とは遠赤外線を指すことが一般的です。
しかし、遠赤外線よりも波長の短い近赤外線も一部、人体に熱として感知されます。
これらを効率的に吸収又は反射し、赤外線の遮蔽を行います。

窓ガラスを透過する紫外線（ＵＶ-Ａ、ＵＶ-Ｂ）は、皮膚の健康への悪影響が心配です。

また紫外線は、室内のカーテン、床、置物などの劣化退色を進めます。

新築のみならず既存ガラスにも施工ができます。網入りガラス、曲面ガラスも可能です。

製造 　　問い合わせ先

株式会社　オプト 06-6491-6005
販売 　担当　安田 

携帯　090-6234-0581
E-mail  nano@opto-g.com YS-100

　◆　５．耐久性に優れ、汚れによる性能劣化がほとんど見られません

　エネルギー変換技術は、将来的に排熱エネルギーなどの再利用も可能にします

◆　１． 約25℃以上の熱では、振動エネルギーに変換し放熱し遮熱機能が発現します

　◆　２．約25℃以下の熱では、振動は発生しないので通常の熱伝導が起こります

　◆　３．　日没後の熱放散に優れています

　◆　４．　アスファルトに対応できます

反射でもなくセラミックバルーンでもない

熱-振動エネルギー変換原理による　熱放散塗料タフコート

エネルギー変換は、現在注目の技術です。

ソーラー発電が、太陽光を電流に変換するように、熱を振動や他のエネルギーに変換することが可能

です。 塗料自身が集熱→放散機能を有しています。

これは、雪国の冬場の雪対策に役に立ちます。

バルーンタイプの遮断熱塗料を屋根に塗装すると、室内の暖房が屋根に伝らないが、本塗料は２５℃

一般の遮断熱塗料は、中空ビーズ・セラミック顔料の種類にかかわりなく、樹脂部分に蓄熱します。

樹脂成分が多ければ多いほど蓄熱し、日没後もゆっくりと室内外に放熱します。

現在は、歩行用アスファルトに最適です。

ぎりぎりで屋上駐車場アスファルト（耐久性に難あり）に適用可能です。

大部分の遮断熱塗料は、反射による熱遮断を利用しているために汚れると熱を吸収しやすくなります。

汚れによる遮熱性能の経年劣化は、さけられません。



【実績写真一例】

■1.東京都墨田区　押上小学校 真夏でも裸足で歩けます

■２.住宅 ■3.清里小学校　体育館屋根

■4.SPF　種豚センター ■住宅屋根塗装

ペアガラス（真空） 単板フロートガラス Low-Eペアガラス

多くの実績が素晴らしい効果を証明しています

2012．03



IET研究会理事紹介

環境・エネルギー・農林業問題の専門家が支援します
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